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概要（和文 300 字程度又は英文 120 語程度）	
 
Thesis Abstract（approx.300 Japanese Characters or approx.120 English Words ） 

	
 高分子鎖を軸成分とし、軸成分と結合した輪成分の内孔を軸成分が貫通

した構造を持つ高分子［1］ロタキサンでは、その構造は軸成分上の環状

分子の位置により線状から環状へと変化する。本研究では、可逆的な構

造変換が可能な高分子の開発を目的として、ロタキサン構造を末端に有

する高分子[1]ロタキサンの合成と構造変換手法の開発、並びに構造変換

に伴う特性変化について検討した。高分子末端への[1]ロタキサン構造の

導入は、(1)高分子[2]ロタキサンの輪成分と軸高分子の末端を連結する

手法と、(2)予め重合した鎖状高分子の末端に[1]ロタキサン構造を導入

する手法により行った。また、高分子[1]ロタキサンの輪成分の位置制御

により線状と環状の可逆的な構造変換を達成し，変換に伴う物性変化に

ついても明らかにした。	
 

 
 


